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県支出金
1億6,229万円（5.6%）

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
28
億

７
，
６
６
８
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１

億
４
，
６
３
８
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
予
算

規
模
は
、
全
体
的
に
縮
小
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
事
業
全
体
の
見
直
し
を
行
い
、
財
源
の
確
保
や

事
業
の
厳
選
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
重
点
事
業
等
の

予
算
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

	 （　　）は構成比
　その他には地方消費税交付金、使用料及び手数料、繰越金、
財産収入、自動車取得税交付金、分担金及び負担金、寄付金、
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割、地方特例
交付金があります。

　

歳
入
の
約
半
分
を
占
め
る
地

方
交
付
税
は
、
平
成
28
年
度
実

績
（
15
億
６
，
７
６
１
万
円
）

を
考
慮
し
、
前
年
度
の
予
算
額

（
12
億
５
，
９
０
０
万
円
）よ
り

今
年
度
予
算
額
が
９
，
４
０
０

万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

５
，
９
３
６
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ラ
ジ
オ

中
継
局
建
設
や
臨
時
福
祉
給
付

金
事
業
の
終
了
に
よ
る
も
の
で

す
。
県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

４
，
８
２
７
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
せ
せ
ら

ぎ
荘
の
改
築
完
了
や
緊
急
雇
用

創
出
基
金
事
業
の
終
了
に
よ
る

も
の
で
す
。

地方交付税	��国から一定の行政水準を確保するために、地方に交付されるお金
町税	�����町民の皆さんや企業が町に収める税金 
町債	�����特定の目的のために、町が国や金融機関から借り入れるお金 
繰入金	����主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰り入れるお金 
国庫・県支出金	特定の目的のために、国・県から交付されるお金 
地方譲与税	��国税として徴収した自動車重量税や地方揮発油譲与税などの一部から町へ配分

されるお金

総務費	����町政全般の管理費等に使われるお金 
（交通安全対策・乗合タクシー・広報発行など）

教育費	����義務教育や生涯学習などに使われるお金
（小・中学校支援・川口高校支援・生涯学習・公民館事業）

民生費	����高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金
（民生委員・敬老会・障がい者支援）

土木費	����町道などの整備や管理に使われるお金 
（道路除雪・町道管理・町営住宅管理など）

公債費	����町債（町の借入金）の返済にあてるお金
（町が国などから借りたお金を返すお金）

衛生費	����住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
（検診事業・乳幼児健診・ごみ処理・予防注射など）

商工費	����観光・商工業の振興に使われるお金
（商品券発行・町イベントの実施・観光事業など）

消防費	����消防、水防、災害対策に使われるお金
（金山町消防団・消防施設管理など）

農林水産業費	�農林水産業の振興などに使われるお金
（農業施設修繕・農林水産物の６次化など）

議会費	����議員の報酬や議会の運営に使われるお金 
（議会だより発行・議会運営など）

歳入用語の説明

歳出用語の説明

地方交付税
13億5,300万円
（47.0%）

町税
4億7,957万
（16.7%）

国庫支出金
1億8,187万円
（6.3%）
繰入金

2億1,391万円
（7.4%）

町債
3億1,370万円
（11.0%）

諸収入
6,974万円
（2.4%）

地方譲与税
2,820万円
（1.0%）

その他
7,440万円（2.6%）

歳入 ●
●
●
平
成
₂₉
年
度
当
初
予
算
が
決
定
●
●
●

厳
し
い
状
況
の
歳
入
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歳
出
に
つ
い
て
は
昨
年
度
に

比
べ
る
と
総
額
は
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
災
害
前
に
比
べ

投
資
的
事
業
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
で
は
継
続

事
業
も
多
く
、
長
期
的
な
視
野

に
立
っ
て
事
業
の
効
果
的
な
実

施
が
望
ま
れ
ま
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費

◦
総
額
４
億
８
，
３
９
５
万
円

　
（
前
年
度
比
１
億
５
３
３
万

　

円
の
減
）

増
額
３
，
４
９
７
万
円
に
つ

い
て
は
、
診
療
所
の
ト
イ
レ

改
修
に
よ
る
も
の
で
す
。

◦
町
営
バ
ス
事
業
特
別
会
計
の

増
額
２
，
１
０
２
万
円
に
つ

い
て
は
、
新
し
い
運
行
体
系

と
し
て
周
遊
型
の
町
営
バ
ス

の
試
験
運
行
を
行
う
た
め
の

も
の
で
す
。

◦
介
護
保
険
特
別
会
計
の
増
額

５
，
２
８
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
介
護
給
付
費
の
増
加
や

３
年
に
１
度
の
介
護
保
険
計

画
の
見
直
し
に
か
か
る
経

費
、
地
域
支
援
事
業
の
再

編
・
充
実
に
か
か
る
経
費
に

よ
る
も
の
で
す
。

特

別

会

計

	 （　　）は構成比

　その他には労働費、災害復旧費、予備費、諸支出金があり
ます。

総務費
5億7,252万円
（19.9％）

公債費
3億866万円
（10.7％）

土木費
3億7,934万円
（13.2％）

教育費
4億3,631万円
（15.2％）

消防費
1億4,229万円
（4.9％）

民生費
3億6,836万円
（12.8％）

商工費
1億7,992万円
（6.3％）

農林水産業費
1億3,124万円（4.6％）

衛生費
2億7,828万円
（9.7％）

議会費　4,981万円（1.7％）
その他

2,995万円（1.0％）

歳出

特
別
会
計
の

主
な
増
額
に
つ
い
て

歳
出
の
主
な
事
業

会　計　名 平成29年度予算額 平成28年度予算額 前 年 度 比
国民健康保険事業勘定
※医療費など ３億８，７１４万円 ４億２，４８１万円 ３，７６７万円減

国民健康保険施設勘定
※診療所の運営など １億７，４３９万円 １億３，９４２万円 ３，４９７万円増

簡易水道事業 ２億５，６０６万円 ２億６，１８７万円 ５８１万円減

町営バス事業 ３，７８９万円 １，６８７万円 ２，１０２万円増

農業集落排水事業 ４３４万円 ４４９万円 １５万円減

介護保険 ５億６，３６２万円 ５億１，０８２万円 ５，２８０万円増

特定地域生活排水処理事業 １億３，６０１万円 １億７，６８２万円 ４，０８１万円減

後期高齢者医療 ４，７８７万円 ４，６３０万円 １５７万円増

特定環境保全公共下水道事業 ４，０００万円 ３，７１８万円 ２８２万円増

▼
主
な
ハ
ー
ド
・
投
資
的
事
業

◦
大
塩
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

事
業	

５
，
７
０
０
万
円

◦
横
小
浄
化
槽
接
続
事
業

	

２
，
２
５
０
万
円

◦
除
雪
機
械
購
入
事
業

	

２
，
２
０
０
万
円

▼
主
な
ソ
フ
ト
事
業
等

◦
道
路
除
雪
費

	

１
億
８
９
２
万
円

◦
川
口
高
校
存
続
事
業

	

１
億
１
８
３
万
円

◦
ご
み
収
集
事
業

	

２
，
９
２
６
万
円

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

	

２
，
６
７
１
万
円

◦
町
営
バ
ス
試
験
運
行
事
業

	

２
，
６
４
２
万
円

◦
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

	

２
，
１
５
３
万
円

▼
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

◦
ふ
る
さ
と
情
報
発
信
事
業

	

８
０
３
万
円

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
で
町
内

　

外
に
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

◦
国
民
健
康
保
険
施
設
勘
定
の
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図1

只
見
線
が
復
旧
に
向
け
て

�
動
き
出
し
ま
し
た

　

平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
り
一
部
区
間
が
不
通

と
な
っ
て
い
た
只
見
線
（
会
津
川
口
駅
～
只
見
駅
）
が
鉄
路
の
復
旧

に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
復
旧
条
件
、
今

後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

只
見
線
は
昭
和
46
年
に
会
津

若
松
か
ら
小
出
ま
で
全
通
し

（
延
長
約
１
３
５
．
２
ｋ
ｍ
、

駅
数
37
駅
）、
景
観
の
美
し
さ

か
ら
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ

る
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
で
あ
り
、
日

経
プ
ラ
ス
ワ
ン
２
０
０
８
「
紅

葉
の
美
し
い
鉄
道
路
線
ベ
ス
ト

テ
ン
」
第
１
位
、
楽
天
ト
ラ
ベ

ル
『
旅
行
好
き
が
選
ぶ
、
お
す

す
め
の
ロ
ー
カ
ル
列
車
ラ
ン
キ

ン
グ
』
第
５
位
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
７
月
に

発
生
し
た
新
潟
・
福
島
豪
雨
に

よ
り
複
数
の
橋
梁
が
流
出
し
、

会
津
川
口
駅
～
只
見
駅
間
を
中

心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
未
だ
に
復
旧
が
さ
れ
て

い
な
い
状
態
で
す
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
は
福
島
県

と
沿
線
市
町
村
は
鉄
道
に
よ
る

復
旧
を
提
案
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は

バ
ス
転
換
を
提
案
、
双
方
の
主

張
が
平
行
線
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
上
下
分
離
方
式
に
よ
る
鉄

道
復
旧
の
提
示
が
あ
り
ま
し

た
。
只
見
線
は
地
方
創
世
を
成

し
遂
げ
る
起
爆
剤
と
し
て
必
要

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
福
島

県
と
会
津
17
市
町
村
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
平

成
29
年
３
月
27
日
の
会
議
に
よ

り
復
旧
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

※
図
１
参
照

⃝

只
見
線
に
つ
い
て

⃝

只
見
線
復
旧
に
向
け
た

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯

只
見
線
の
復
旧
に
向
け
て

�
動
き
出
し
ま
し
た

福島県・会津17市町村

JR東日本

只
見
線
は
地
域
の
象

徴
で
あ
り
、
交
流
人

口
の
増
加
、
地
域
振

興
の
た
め
に
は
鉄
道

で
の
復
旧
が
必
要

只
見
線
の
単
独
で
の

営
業
状
況
の
観
点
か

ら
バ
ス
転
換
を
提
示

J
R
東
日
本
か
ら
の

提
案
を
受
け
入
れ
る

上
下
分
離
方
式
に
よ

る
鉄
道
で
の
復
旧
を

提
案

不
一
致

受
入

協議
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○只見線運行の上下分離方式

ＪＲ東日本の役割、保有物
列車の運転

列⾞の運転に専念

鉄道施設保有

土地保有

地元自治体の役割、保有物

○乗務員（運転士、
車掌）、駅係員、
車両等、運行に必
要なものの所有

○線路や駅舎に係る
土地等
○線路、駅等の鉄道
施設

※福島県が線路や駅、信号、踏切等の土地や建物
を所有し、ＪＲ東日本にその土地や建物を貸与
して、それらのメンテナンスも委託する。

※金額は平成21年度のＪＲ営業
実績鉄道施設経費「２億１千
万円」をベースに試算

（147,000千円） （63,000千円）

金山町分は全体の6.2％

上

下

図2

図3

駅

県（70％） 市町村（30％）

　

只
見
線
は
こ
の
地
域
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
宝
で
す
。
１
日

も
早
い
只
見
線
の
復
旧
の
た
め

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

福
島
県
と
会
津
17
市
町
村
は

只
見
線
復
旧
復
興
基
金
の
積
み

立
て
を
行
い
、
平
成
28
年
度
ま

で
に
約
21
億
円
の
積
立
が
完
了

（
新
潟
県
、
魚
沼
市
か
ら
も
支

援
有
）
し
ま
し
た
。

　

ま
た
『
只
見
線
に
手
を
振
ろ

う
条
例
』
は
、
只
見
線
の
沿
線

６
市
町
村
の
住
民
の
方
に
、
只

見
線
の
列
車
に
手
を
ふ
る
活
動

を
広
め
る
こ
と
に
よ
り
、
力
強

く
走
る
只
見
線
を
応
援
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
金
山
町
や
沿

線
の
住
民
に
よ
る
積
極
的
な
利

用
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
と
し
た
ツ
ア
ー
の
実
施
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
鉄
道
施
設
の

維
持
等
に
か
か
っ
た
２
億
１
千

万
円
を
図
３
に
当
て
は
め
る

と
、
金
山
町
の
負
担
額
は
１
，

３
０
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

町
は
過
疎
債
と
い
う
地
方
債

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
質
的
な
町
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
過
疎
債
と
は
、
申
請
し
た
金

額
の
７
割
が
国
か
ら
交
付
税

措
置
さ
れ
る
地
方
債
で
す
。

　

関
係
市
町
村
と
福
島
県
が
、

学
識
経
験
者
や
地
域
づ
く
り
実

践
者
も
参
加
す
る
只
見
線
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
地
域
と
一
体
と
な
っ

て
全
線
開
通
を
見
据
え
た
只
見

線
の
利
活
用
計
画
を
平
成
29
年

度
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

町
は
関
係
市
町
村
や
、
福
島

県
な
ど
と
連
携
し
て
只
見
線
を

有
効
活
用
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
や
そ
の
受
け
皿
作
り
の
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

下
部
（
イ
ン
フ
ラ
）
の
管
理

と
上
部
（
運
行
・
運
営
）
を
行

う
組
織
を
分
離
し
、
下
部
と
上

部
の
会
計
を
独
立
さ
せ
る
仕
組

み
で
す
。

　

列
車
の
運
行
（
駅
係
員
等
も

含
む
）
及
び
車
両
の
維
持
・
管

理
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
行
い
、
施

設
や
土
地
を
福
島
県
が
保
有
し

ま
す
。
福
島
県
は
駅
を
含
め
た

施
設
、
土
地
の
管
理
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
委
託

し
ま
す
。

※
図
２
参
照

⃝
只
見
線
復
旧
に
向
け

た
地
元
に
よ
る
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み

⃝

運
営
費
の
地
元
負
担

割
合
に
つ
い
て

⃝

只
見
線
の
今
後
の

　
利
活
用
に
つ
い
て

⃝

上
下
分
離
方
式
と
は

実
質
的
な
金
山
町
の
負
担
は

申
請
し
た
金
額
の
３
割
と
な

り
ま
す
。

只⾒線に⼿を振ろう条例

ＪＲ只⾒線代⾏バスを利⽤する⼈々 好評な風っこ号の運行
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町立小学校

金山小学校

金山中学校

横田小学校

卒業

　３月１３日、金山中学校で卒業証
書授与式が行われ、１１名が卒業し
ました。一緒に学校生活を送ってき
た在校生、お世話になった家族や先
生方に祝福された卒業生は、仲間と
の別れを惜しみながらも、それぞれ
の道へ歩き出しました。

　３月２３日、金山・横田両小学校において、
卒業証書授与式が行われました。卒業生はそれ
ぞれ保護者の前に向かい、無事に卒業証書を受
け取ったことを報告し、感謝の気持ちを伝えま
した。金山小学校は７名、横田小学校は２名の
児童が思い出の学舎を旅立ちました。

全校生による最後の合唱

校長先生から卒業証書が授与されました

お世話になった両親に見守られ旅立ちます

お世話になった両親と先生方と記念撮影

在校生から卒業生へ感謝の気持ちが伝えられました

先輩から後輩へ。伝統は受け継がれました
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楽しい思い出いっぱい
町内保育所で修了おいわいの会

品質の向上へ
奥会津金山赤カボチャ生産者協議会総会

友好都市を走る
第34回藍のまち羽生さわやかマラソン大会

　町内保育所の修了おいわいの会が３月２５日
に各保育所で開かれました。川口保育所で１
名、横田保育所で３名の子どもたちに保育証書
が手渡されました。
　保育証書を受け取った子どもたちは将来の夢
を発表した後、保護者へ歩み寄り「いつもおい
しいご飯を作ってくれてありがとう」「いつも
遊んでくれてありがとう」と感謝の気持ちを伝
えました。

　３月２４日、開発センターにおいて、奥会津
金山赤カボチャ生産者協議会の総会が開催され
ました。金山町の特産品である奥会津金山赤カ
ボチャの生産者や会津坂下農業普及所金山普及
所、ＪＡ会津よつば金山支店の職員が参加しま
した。
　会では平成２８年度の糖度計による検査の合
格個数や月ごとの合格率などが報告されまし
た。総会後には、金山普及所職員による赤カボ
チャ栽培の講習も行われ、さらなる品質の向上
のため知識を深めました。

　金山町の友好都市である埼玉県羽生市で３月
１２日、第３４回藍のまち羽生さわやかマラソ
ン大会が開催されました。金山町からは川口高
校生と一般の方２５名が招待選手として参加し
ました。
　大会当日は羽生市長へあいさつをするなどし
て友好都市との交流を深めました。大会当日は
天候にも恵まれ、沿道の方々からの声援を受け
ながら選手全員が完走しました。

楽しい思い出たくさんできたね（横田保育所）

いつもおいしいご飯を作ってくれてありがとう（横田保育所） 今まで遊んでくれてありがとう（川口保育所）

多くの町内生産者が出席しました

完走し笑顔を見せる参加者
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長谷川ミツさん百歳賀寿
長寿の秘訣は「なんでも食べること」

県内外から多くの釣り人
沼沢湖ヒメマス漁解禁

町内保育所で入所おめでとうの会
新しいお友達を歓迎

　長谷川ミツさん（川口）が３月２８日に百歳
を迎えられ、同日賀寿贈呈式が自宅で行われま
した。黒田裕子会津保健福祉事務所健康福祉部
副部長から賀寿と会津塗りの木杯が、長谷川町
長からは賀寿と祝い金がそれぞれ手渡されまし
た。
　次男の三起男さんが親族を代表して謝辞を述
べました。長谷川さんの長寿の秘訣は、「好き
嫌いなくなんでも食べて、足踏みなどの運動を
定期的に行うこと」と話していました。

　４月１日の日の出から沼沢湖のヒメマス漁が
解禁になりました。昨年は東京電力福島第１原
発事故の影響による自粛から４月９日の解禁と
なりましたが、昨年に引き続き安全が確認され
たため１日からの解禁となりました。
　解禁初日は県内外から多くの釣り人が沼沢湖
を訪れ、ヒメマス釣りを楽しみました。まだ沼
沢湖周辺に残雪があり、これから雪解けが進む
とさらに釣り人たちで賑わいそうです。

　４月４日、町内保育所の入所おめでとうの会
が各保育所で開かれました。川口保育所には４
名、横田保育所には１名の子どもたちが新たに
加わりました。どちらの保育所でも、名前を呼
ばれると元気に返事ができた子どもや恥ずかし
そうに手を挙げる子どもがいました。
　在所児童は元気な歌で新入所児を歓迎し、「仲
良く一緒に遊ぼうね」と優しく声をかけ、メダ
ルをプレゼントしました。

解禁日に釣りを楽しむ釣り人

賀寿を受け取る長谷川ミツさん（川口）

手遊び歌で新しいお友達を歓迎（横田保育所）

「仲良く遊ぼうね」とメダルをプレゼント（川口保育所）

メダルをもらって喜ぶ新入児童（川口保育所）
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金山中学校

金山小学校 横田小学校

　４月に入り町内の小学校・中学校で入学式が行われまし
た。金山小学校では２人、横田小学校では３人、金山中学校
では９人の新入生が新たな気持ちで門をくぐりました。
　新入生の皆さんおめでとうございます。入学

学校⽣活について上級⽣から説明を受けました

新⼊⽣を代表し誓いのことばを述べる⻑⾕川平蔵君（滝沢）

緊張しながら式に臨む新⼊⽣

名前を呼ばれ返事をし⽴ち上がる新⼊⽣

上級⽣による⿎笛の披露

校⻑先⽣から新しい教科書が⼿渡されました

担任の先⽣に⼿を引かれ⼊場する新⼊⽣

拍手の中を⼊場する新⼊⽣
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お
知
ら
せ

こ
れ
か
ら
の
予
定

表
　
　
　
彰

案
　
　
　
内

人
　
　
　
事

募
　
　
　
集

　

３
月
28
日
に
開
発
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
金
山
町

体
育
協
会
総
会
の
席
上
で
優
秀

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

優
秀
団
体
賞

▼
西
谷
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
・
第
31
回
会
津
支
部
会
員

大
会�

優
勝

▼
か
ね
や
ま

　
（
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
第
69
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

会
津
地
域
大
会�

優
勝

・
第
69
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

両
沼
大
会�

優
勝

▼
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム

　
（
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

・
平
成
26
～
28
年
度
職
域
対
抗

　

家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
（
女
子
の
部
）�

優
勝

▼
川
口
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部

・
平
成
28
年
度
福
島
県
高
等
学

校
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
会
津
地
区
大
会

　

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
の
た

め
、
検
針
員
が
各
戸
を
訪
問
し

ま
す
。
４
月
末
ま
で
に
水
道
メ

ー
タ
ー
上
に
障
害
物
が
あ
る
場

合
は
、
取
り
除
い
て
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
雪
解
け
後
の
こ
の
時

期
は
、
漏
水
が
発
生
し
て
い
る

の
で
自
主
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

▼
検
針
期
間

　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら

　

５
月
５
日
（
金
）
の
期
間

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

	

☎
54
︲
５
３
１
５

　

３
月
31
日
付
け
で
消
防
団
長

の
目
黒
政
一
さ
ん
（
大
塩
）
が

消
防
団
を
退
団
さ
れ
、
そ
の
後

任
と
し
て
五
ノ
井
義
一
さ
ん

（
本
名
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
に
長
谷
川
町
長
か

ら
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
29
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

に
、
横
田
正
男
さ
ん
（
上
横
田
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

３
月
25
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

◦
固
定
資
産
税　
　

１
期
・
全
期

◦
軽
自
動
車
税　
　
　
　
　

全
期

★
4
月
★

▼
19
日（
水
）

◦
運
転
免
許
更
新

　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
23
日（
日
）

◦
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
～

　
　
　
　
　

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
28
日（
金
）

◦
妖
精
美
術
館
オ
ー
プ
ン

　

午
前
９
時
～

◦
沼
沢
湖
周
辺
施
設
オ
ー
プ
ン

★
5
月
★

▼
８
日（
月
）

◦
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時
～　

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
11
日（
木
）

◦
行
政
相
談

　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

役
場
１
階　

住
民
相
談
室

▼
13
日（
土
）

◦
金
山
小
学
校
春
季
大
運
動
会

　

午
前
９
時
～

　
　
　
　
　

金
山
小
学
校
校
庭

金
山
町
体
育
協
会
表
彰

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

消
防
団
長

納期限は

５月１日
です

�

第
３
位

・
平
成
28
年
度
全
会
津
総
合
体

育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

�

第
３
位

▼
川
口
高
校
ボ
ー
ト
部

・
第
69
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ボ
ー
ト
競
技�

第
６
位

　

金
山
町
で
は
平
成
29
年
度
も

町
の
活
性
化
に
繋
が
る
活
動
を

し
な
が
ら
、
定
住
を
目
指
し
て

も
ら
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員

・
農
業
分
野
…
３
名

・
観
光
分
野
…
１
名

▼
主
な
募
集
条
件

・
三
代
都
市
圏
を
は
じ
め
と
す

る
都
市
地
域
、
ま
た
は
地
方

都
市
に
住
所
を
有
し
、
採
用

後
金
山
町
の
活
動
地
域
に
生

活
の
拠
点
を
移
し
、
住
民
票

を
移
動
で
き
る
方
（
Ｕ
タ
ー

ン
等
も
可
）

・
任
期
終
了
後
は
、
金
山
町
で

起
業
ま
た
は
就
職
等
に
よ
り

定
住
す
る
意
思
が
あ
る
方

※
そ
の
他
詳
細
な
応
募
条
件
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
限

　

平
成
30
年
１
月
31
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
…
復
興
政
策
係

	

☎
54
︲
５
２
０
３

団長に任命された五ノ井さん
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次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
渡
邊
新
太
郎
（
総
務
課
長
）

▼
渡
部　

嘉
宣
（
住
民
課
長
）

▼
横
山　

一
男
（
車
両
主
任
）

★
派
遣
終
了

▼
山
内　

建
史
（
副
町
長
）

【
４
月
１
日
付
】

★
着
任

▼
副
町
長
＝
仁
井
田　

聡

　
（
県
総
務
部
市
町
村
財
政
課
）

　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談

委
員
に
五
ノ
井
忠
道
さ
ん
（
水

沼
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
４
月
１
日
か
ら
２
年

間
で
す
。

行
政
相
談
委
員

町
職
員
人
事
異
動

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

東
京
都
北
区

　

渡
部
恵
広
さ
ん
か
ら
七
万
円

⃝
東
京
都
豊
島
区

　

高
井
恵
里
子
さ
ん
か
ら

�

二
万
円

⃝
二
本
松
市

　

松
浦
健
二
さ
ん
か
ら
一
万
円

⃝
愛
知
県
高
浜
市

　

長
谷
川
郁
朗
さ
ん
か
ら

�

五
千
円

▼
建
設
課
長
＝
栗
城　

真
一

　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
長
）

▼
産
業
課
長
＝
五
ノ
井　

輝
夫

　
　
　
（
産
業
課
総
括
主
幹
）

▼
住
民
課
長
＝
滝
沢　

和
俊

　
　
（
教
育
委
員
会
教
育
係
長
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
長
＝

　
　
　
　
　
　

五
ノ
井　

智
徳

　
　
（
建
設
課
上
下
水
道
係
長
）

▼
建
設
課
上
下
水
道
係
長
＝

　
　
　
　
　
　
　

本
名　

隆
二

　
　
　
　
（
総
務
課
総
務
係
）

▼
横
田
出
張
所
主
幹
＝

　
　
　
　
　
　
　

栗
田　

由
香

（
復
興
政
策
課
復
興
政
策
主
任
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
＝

　
　
　
　
　
　
　

菅
家　

糖
文

　
　
　
（
建
設
課
上
下
水
道
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
加
藤　

拓

　
　
（
教
育
委
員
会
教
育
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
・
会
津
地
方

町
村
電
子
計
算
機
管
理
運
営

協
議
会
事
務
局
＝

�

渡
部　

寛
人

　
　
　
　
（
建
設
課
建
設
係
）

▼
建
設
課
上
下
水
道
係
＝

　
　
　
　
　
　
　

若
月　

将
平

　
　
　
（
住
民
課
保
健
福
祉
係
）

▼
建
設
課
建
設
係
＝
坂
内
友
洋

　
　
　
　
（
総
務
課
総
務
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
諏
佐
雅
樹

　
　
　
（
住
民
課
住
民
税
務
係
）

★
再
任
用

▼
建
設
課
建
設
係
＝
青
栁
成
朋

★
新
採
用

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係

仁
に

井
い

田
た

　聡
さとる

長
なが

澤
さわ

　　巧
たくみ

中
なか

丸
まる

あすか藤
とう

家
け

　　良
りょう

鈴
すず

木
き

梨
り

佳
か

子
こ

▼
産
業
課
産
業
係

▼
復
興
観
光
課
復
興
政
策
係

▼
住
民
課
住
民
税
務
係

⃝

神
奈
川
県
川
崎
市

　

滝
沢
雄
司
さ
ん
か
ら
一
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
誌
の
充
実
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

⃝
五
十
島
幸
子
さ
ん
他
匿
名
希

　

望
の
方
よ
り
五
万
六
千
円

　

ご
寄
付
は
地
域
活
性
化
や
少

子
化
対
策
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

これまで
復興政策課 復興政策係

産業課
農林振興係
商工観光係

平成２９年４月１日より

復興観光課
復興政策係
（町の振興計画・ＪＲ只見線など企画に関すること）
観光係（観光の振興に関すること）

産業課 産業係
（商工業・農林水産業の振興に関すること）

役場内の課・係を再編しました。

★
異
動

▼
総
務
課
長
＝
栗
田　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
長
）

　企画部門と観光部門を統合し、町の魅力の情報発信強
化や空家活用を含めた移住対策強化のため、課・係を再
編しました。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊

活
動
報
告

　

昨
年
の
小
雪
に
対
し
て
今
年

の
雪
の
量
に
は
驚
き
ま
し
た
。

金
山
町
で
の
２
回
目
の
冬
は
、

雪
の
大
変
な
面
と
と
も
に
、
た

く
さ
ん
の
楽
し
い
面
を
発
見
で

き
た
冬
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
ス
キ
ー
。
今
年
も

小
学
校
の
ス
キ
ー
教
室
に
参
加

さ
せ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち

の
一
生
懸
命
な
姿
と
笑
顔
が
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
好
き

こ
そ
物
の
上
手
な
れ
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
上
達

ぶ
り
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
マ
タ
タ
ビ
細
工
。

初
め
て
マ
タ
タ
ビ
細
工
を
体
験

し
、
な
ん
と
か
四
つ
目
ざ
る
が

完
成
（
難
し
い
部
分
は
ほ
と
ん

ど
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
）

し
ま
し
た
。
ひ
と
編
み
ず
つ
完

成
に
近
づ
い
て
い
く
過
程
が
と

て
も
嬉
し
く
、
没
頭
で
き
る
時

間
で
し
た
。

　

３
つ
目
は
他
市
町
村
か
ら
小

平
成
29
年
度
の

新
し
い
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

学
生
～
大
学
生
を
中
心
と
し
た

人
た
ち
を
町
に
呼
び
、
宿
泊
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
皆
と
て
も

楽
し
そ
う
に
参
加
し
「
来
年
も

必
ず
来
ま
す
！
」
と
約
束
し
て

く
れ
た
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
末
で
金
山
町
に

来
て
１
年
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

任
期
３
年
間
の
折
り
返
し
地
点

で
す
。
残
り
の
期
間
も
町
の
楽

し
い
面
を
た
く
さ
ん
発
見
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

春
で
す
。
卒
業
、
入
学
、
進

級
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

「
冬
を
楽
し
む
」

金山町で雪遊びを満喫した他市町村の方

地
区　
　
　

氏
　
名

川　

口　

菅
家　

德
夫

小
栗
山　

栗
田　

梅
男

八　

町　

⻆
田　

紘
伸

玉　

梨　

⻆
田　

二
郎

西　

谷　

黒
田　

修
市

本　

名　

青
栁　

靖
美

橋　

立　

長
谷
川
重
美

大　

志　

本
多　
　

勲

板　

下　

押
部
源
二
郎

宮　

崎　

目
黒　
　

謙

上　

田　

星　
　

光
雄

　

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

水　

沼　

五
ノ
井
傳
助

上
大
牧　

渡
部　

勇
吉

下
大
牧　

諏
江　

康
幸

高　

倉　

諏
江　
　

隆

大
栗
山　

加
藤　

賢
享

福　

沢　

若
林　

豊
曻

三　

更　

角
田　
　

浩

沼　

沢　

栗
城　

義
昭

横　

田　

新
國　

岩
雄

上
横
田　

滝
沢　

賢
一

土　

倉　

奥　
　

高
伸

西　

部　

小
林　

孝
由

大　

塩　

横
田　

榮
一

滝　

沢　

長
谷
川
一
夫

田　

沢　

滝
沢　

芳
正

山
入
一　

酒
井　

健
一

山
入
二　

岩
渕　

憲
二

越　

川　

横
田　
　

哲

※
太
郎
布
に
つ
い
て
は
地
区

の
都
合
に
よ
り
、
区
長
さ

ん
の
選
任
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

臨時福祉給付金（経済対策分）
申請受付中‼

支給額：１５, ０００円

○対象と思われる方には申請書が郵送されて 
います。（未申告者は該当になりません）

○詳しい申請方法や支給対象外となる場合な
ど、詳しくは郵送されている申請書等をご
覧ください。

○申請期限を過ぎますと支給を辞退したもの 
とみなされ、受給することはできません。

（郵送の場合は、申請期限当日必着に限り
ます）

◎問い合わせ…
� 保健福祉係　☎５４－５１３５

忘れずに申請し
てください‼

平成２８年度分住民税が課税されていない方
※ただし、住民税において、課税者の扶養親

族になっている方や生活保護受給者等は除
きます。

申請期限：平成２９年６月２７日（火）

臨時福祉給付金の支給対象者

地域おこし協力隊

鈴
すず

木
き

　裕
ゆう

樹
き
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就　職 退　職 進　学 卒　業 引っ越し

手続きが必要なとき 必要なもの

国保に
加　入

他の市区町村から転入したとき 転出証明書、印鑑

勤め先の健康保険を抜けたとき
（扶養から抜けたとき）　　　※1

社会保険資格喪失証明書（勤務先か
ら発行されます）、印鑑

生活保護を受けなくなったとき 生活保護廃止通知書

手続きが必要なとき 必要なもの

国保を
脱　退

他の市区町村へ転出するとき 国保保険証、印鑑

勤め先の健康保険に加入したとき
（扶養に入ったとき）　　　※1

社会保険の保険証のコピー又は社会
保険資格取得証明書（勤務先から発
行されます）、国保保険証、印鑑

死亡したとき 国保保険証、印鑑

生活保護を受け始めたとき 国保保険証

●●● 国民健康保険の手続きを忘れずに！●●●
～健康保険の切り替えや、限度額認定証等の発行には必ず手続きが必要です。～

　健康保険の資格が変更になったときは、国民健康保険の手続きが必要です。
　また、「限度額認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の発行も申請が必要です。
　保険証や減額認定証等を役場に返納しただけでは手続きは完了しません。忘れずに役場で手
続きしましょう。　※手続きには、身分証明証が必要です。

　国保税は、資格を得た日（例：退職のときは退職日の翌日）から発生します。その日まで
遡って国保税を納入しなくてはなりません。

（１）脱退前の国保税額で納税通知が送付されます（脱退の手続き後に、返還されます）。
（２）国保を脱退後、国保保険証を使ってしまうと、国保が負担した医療費を町に返してもら

います。社会保険になった場合は、社会保険の保険証が発行される前でも、医療機関等
に国保保険証を提示してはいけません。

注意‼ 加入の手続きが遅れると…

注意‼ 脱退の手続きが遅れると…

※１：会社の健康保険に加入・脱退したとき、国保は自動的に脱退・加入したり、会社側で手
続きしたりということはありません。必ず、ご本人や家族の方が手続きしてください。

◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５
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耕作放棄地解消補助金について消防署からのお知らせ

地域の魅力向上応援事業

山菜等の出荷販売等について

　町の基幹産業である農業振興を図り農地の多
面的機能を発揮させるため、農業従事者の高齢
化、担い手不足等により耕作放棄地となった農
地の再生と利用に取り組んだ農業者団体等を支
援します。
※耕作放棄地とは…
　２年以上作付けされず雑草など
が繁茂し、農業用機械では耕起等
農作物の作付け困難な町内の田畑
◆対象事業◆
　５００㎡以上の耕作放棄地を再生し、再生後
３年間作付をするもの。
◆補助額等◆
　１０／１０（ただし予算の範囲内）

◎問い合わせ…産業係　☎５４－５３２１

①山火事に注意しましょう！
　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節が続い
ています。山火事の多くは春先に集中して発生
しています。春先は、行楽や山菜採りのために
山に入る人が増加するほか、農作業に由来する
枯草焼きなどが山林に飛び火することも原因と
なっています。
　山火事のほとんどは、人の不注意によって発
生しています。一人ひとりが森林の大切さを認
識し、防災意識を高めることが最も大切です。
火災が発生した場合や発見した際には無理して
消火しようとせず、速やかに１１９番通報して
下さい。

②火災予防についてのお願い
　火災の多くは、ちょっとした不注意や不始末
によるものです。火災により尊い命や貴重な財
産を失わないよう、お出かけ前やおやすみの際
には、もう一度火の元をよく確かめましょう。

　雪解けとともに野山に自生する山菜類の採取
の季節が訪れます。山菜類を販売したり、調理
して提供する際には、県農林事務所のモニタリ
ング検査で放射性物質が基準値（１００Ｂｑ／
ｋｇ）以下であることを必ず確かめましょう。
検査にあたっては、町を通じて会津農林事務所
に検査を申し込みをしますので、出荷・提供す
る方はご相談ください。
◎問い合わせ…産業係　☎５４－５３２１

　金山町は、平成２９年度も地域の魅力ある資源を活かした町
づくりを応援することを目的とする｢地域の魅力向上応援事業」
を行っており、対象となる平成２９年度の事業を募集します。

【対 象 事 業】　「魅力ある町づくり」を主眼とした地域づく
りに貢献することが認められる事業

【対 象 団 体】　行政区、地区組織、町民（概ね５人以上）で
構成する団体等　※個人、企業は対象外

【補助の上限】　１事業につき原則３０万円を上限とします。
【補　助　率】　補助金の対象額の原則４／５以内とします。
【補 助 対 象】　地域の魅力向上に必要なものに限ります。詳

細はお問い合わせください。
　　　　　　　※なお運営費、飲食費は対象外です。
募 集 期 限　平成２９年５月１５日（月）
応 募 方 法　補助を希望される場合は、募集要綱をお送り

いたしますので、下記担当課までご連絡くだ
さい。なお、補助を希望される場合、早めに
実施事業の内容を担当課までご相談ください。

� ◎問い合わせ…復興政策係　☎５４－５２０３

◎問い合わせ…会津坂下消防署金山出張所
� ☎５５－３１００

　町では定期的に町内水道水
の放射性物質モニタリング検
査を実施しています。
　３月２８日現在で町内水道
水から放射性セシウムは検出
されていません。
【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　　　１０ベクレル／１ｋｇ
　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果　　　　　
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宮下病院だより宮下病院だより

　冬が終わりに近づき、少しずつ春の日差しも増えてきました。それは同時に花粉症の季節の
到来でもあります。生活の質を著しく下げる花粉症。それだけでなくアレルギー性
鼻炎は、喘息やCOPD（慢性閉塞性肺疾患）などの慢性呼吸器疾患を悪化させると
も言われています。花粉症は症状が出てから薬を飲むよりも、症状が出る前から薬
を飲んだ方が効果があると言われています。早めの内服を開始して、気持ちのいい
春を過ごしましょう。

　宮下病院では、新年度から毎週木曜日に無料で「在宅療養生活支援コーナー」を開設します。

①病気や障がいを抱えながら家で生活する方や家族の「介護」や「生活」についての相談窓口
②地域に住む方々の健康維持・増進，介護・疾病予防のための支援
③地域に住む方々が気軽に立ち寄れる交流場所の提供

　などを目的に、看護師、薬剤師、栄養士、リハビリスタッフが皆様の自宅で安心して生活す
るためのお手伝いをさせていただきます。

診療日記 ～花粉症について～

在宅療養生活支援コーナーのお知らせ

宮下病院　医員　
山元　勝悟

４月の在宅療養生活支援コーナーのスケジュール
月　日 時　間 内　　　　容 場　所

4/20（木） 午前９時～１２時午後１時～　４時

・相談コーナー
　（健康、介護、医療など何でもご相談ください）
・健康教室
　（感染管理認定看護師※による、「家庭ででき
る感染防止対策」）（11：30～ 12：00）

外来待合室

4/27（木） 午前９時～１２時、午後１時～　４時

・相談コーナー
　（健康、介護、医療など何でもご相談ください）
・健康教室
　（看護師による「認知症」に関する講座）
　（11：30～ 12：00）

外来待合室

※感染管理認定看護師とは、感染管理について専門的知識と熟練看護技術を習得した看護師で
す。現在、宮下病院では１名の感染管理認定看護師が勤務しています。

費用は無料です！　お気軽にお越しください！
職員一同、心よりお待ちしております！

◎問い合わせ…福島県立宮下病院　☎５２－２３２１

相談コーナーでは、例えば・・・
　「健康のことを考えたいけど、何をすれば良いのか分からない」
　「介護のコツを知りたい！」
　「話し相手が欲しい」など、健康、介護、医療に関することについてご相談をお受けします。

15 広報かねやま　29.4.10



放課後子ども教室安全管理員を募集10%お得な妖精の里商品券販売
●放課後子ども教室とは？

　小学生が放課後に公民館を利用し、宿題を
したり様々なスポーツや文化を体験し交流す
る教室です。
●安全管理員の仕事

　放課後、子ども教室を利用する子どもたち
の安心と安全を見守ります。
●勤務場所
　中央公民館、横田公民館
●勤務時間
　平日の午後３時３０分～午後６時まで
●応募資格
　下記までお問い合わせください。

◎問い合わせ…教育委員会　☎５４－５３３３

　購入時に「購入書」に住所・氏名を記入して
いただきます（用紙は販売店にあります。）
　販売店については下記にお問い合わせくださ
い。加盟店によっては商品券が使用できない商
品がありますので、使用の際に各店でご確認く
ださい。
◎問い合わせ…
� 金山町商工会　☎５４－２３１１ 放課後子ども教室を利用し楽しく過ごす児童たち

　手口は、公的機関や債権回収業者とよく似た名前をか
たって、電子メール、電話、手紙やハガキなどで、突然
　　アダルトサイト利用料金が未納
　　裁判になる
　などと脅して、現金をだまし取る手口です。
　ＡＴＭからの振り込みのほか、レターパックや宅急便
により現金を送付してしまうのが特徴です。

　会津坂下警察署
　からのお知らせ なりすまし詐欺にご注意！
融資保証金名目詐欺！

アダルト料金の架空請求にご注意

　会社に融資のファックスが届き、電話をかけて融資
を申し込んだところ、手数料と保証金を要求され、Ａ
ＴＭから約１０回にわたり、指定された口座に現金を
振り込み被害にあったものです。

カクニンジャー福くん

　コンビニなどで
インターネットギ
フト券などを購入
させ、だまし取る
手口にも注意

保証金や手数
料を要求され
たら詐欺

福島で
260万円

◎問い合わせ…会津坂下警察署　☎０２４２－８３－３４５１
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金山町国保診療所 歯科医師だより歯科医師だより

図 書 室 だ よ り

あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

♥
(
大　竹　建　一（山入二）
渡　部　知加子（天栄村）

霊よ安らかに

菊　地　多香子　（39歳）玉　梨
中　丸　トミノ（100歳）大　志
渡　部　　　國　（95歳）田　沢

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

　現状で朝のねばつきや歯磨き時の痛み、出血、
水がしみる等の症状がある方は歯磨き粉を「薬
用」のものにしてみてもいいかもしれません。
薬用ではない歯磨き粉は分類上「化粧品（歯磨
き類）」の扱いになり、香料や湿潤剤、発泡剤
が主成分になります。これに効果・効能が認め
られた有効成分を含ませたものが「医薬部外品
薬用歯磨き」になります。
　これは歯周病ばかりでなく、歯垢分解酵素入
りやフッ素入りの虫歯の予防効果や知覚過敏
（虫歯でないのに歯がしみる）の緩和効果のあ
るものなどがあります。歯磨きを行う際に必ず
歯磨き粉を用いなければならないわけではない
のですが、やはりミント等の香料でスッキリし
たり薬効を期待して使いたいという場合は、歯
磨き粉は１回あたり１０ｍｍ～１５ｍｍ程度が
適量となります。

歯 磨 き 粉

歯科医師　市川　公久

○新刊紹介

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊お一人様３冊まで２週間借りられます。
� （土曜日利用可）

○３月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　91冊（うち児童書　28冊）　DVD　5枚

日本人のしきたり
／飯倉　晴武　著（青春出版社）
　四季を重んじ、人生の節目を大切にする…いまに残しておき
たい伝統の原点をさぐる。

一般向け

おばけやしき
／ジャンピエンコフスキー　著
　楽しく､驚くしかけがたくさんあります。

児童向け

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　１,０７５世帯（－１５）
人　　口　２,１４４人　（－２９）
　 男 　　１,０２３人　（－１５）
　 女 　　１,１２１人　（－１４）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

やまひだ４１号
　やまひだの会が発行する文芸誌
「やまひだ４１号」が発行され、
町内外からの作品が掲載されてい
ます。ご希望の方は中央公民館に
お申し込みください。

様々な作品が掲載されているやまひだ第４１号

◎問い合わせ…
� 中央公民館　☎５４－５３６０
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金山町文化協会総合発表会
　３月２５日に御神楽館において、金山町文化協会の第１８回総合発表会が開催
されました。当日は２００名を超える観客や地区住民が集まり、発表者は日頃の
練習の成果を発表していました。

憩　茶の湯

紫陽花の会
舞踊『啼くな小鳩よ』 書道　金山町書道協会

玉梨八町長寿会
歌『天城越え』

昔語り　金山昔語り
の会

琴美会
舞踊『花の舞』

恵会　舞踊『白扇』

金山宝生会　謡曲『橋弁慶』

フラダンス　ククイ　アロハ
（会津美里町）
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